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フ

ラ

ン

ス

国

民

議

会

議

長

一

行

来

校九
月
十
八
日
（
土
）

午
・
後
、
フ
ラ
ン
ス
国

民
議
会
（
下
院
）
議
長

ロ
ラ
ン
・
フ
ァ
ビ
ウ
ス
氏
率
い
る

十
八
名
が
来
校
し
、
本
校
の
高
校

生
を
中
心
と
す
る
一
三
〇
名
以
上

が
集
ま
っ
て
い
る
四
階
大
会
議
室

で
、
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。
一

行
の
訪
日
は
そ
の
三
日
前
で
、
超

過
密
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
中
、
日

本
の
高
校
生
の
意
識
と
考
え
の
一

。

端
を
知
る
目
的
で
本
校
を
訪
れ
た

討
論
形
式
を
当
初
予
定
し
て
い
た

、

、

が

一
時
間
と
い
う
時
間
枠
で
は

ま
ま
な
ら
ず
、
本
校
生
の
提
出
す

る
質
間
に
、
フ
ァ
ビ
ウ
ス
氏
が
答

え
る
と
い
う
形
に
な
っ
た

〈
ナ
シ

。

ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
世
界

そ
の
ゆ
く

－

え
〉
と
い
う
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
、

生
徒
の
質
間
は
「
仏
国
で
の
ア
ル

ジ
ェ
リ
ア
人
労
働
者
及
び
ム
ス
リ

ム
ヘ
の
差
別
の
間
題

「
核
保
有

」
、

国
か
ら
見
た
日
本
の
非
核
三
原
則

を
ど
う
思
う
か

「
日
本
は
国
旗

」
、

国
歌
法
制
化
で
議
論
が
噴
出
し
た

が
、
仏
国
歌
ラ
・
マ
ル
セ
イ
エ
ズ

は
軍
歌
で
あ
る
こ
と
に
疑
間
を
感

じ
な
い
の
か

「
青
少
年
の
い
じ

」
、

め
間
題
や
犯
罪
な
ど
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
」
等
々
多
彩
か
つ
本

質
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
氏
は
丁

寧
に
ま
た
わ
か
り
や
す
く
説
明
し

た
。
生
徒
た
ち
は
静
粛
で
真
摯
で

あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
機
会
を
仏

国
要
人
と
共
有
で
き
た
こ
と
は
、

本
校
生
の
幸
せ
と
言
う
べ
き
で
あ

り
、
仏
大
使
館
を
初
め
と
し
た
仏

国
民
議
会
の
方
々
に
深
く
感
謝
す

る
次
第
で
あ
る
。
一
行
は
ち
ょ
う

ど
運
動
会
実
行
委
員
会
の
生
徒
が

販
売
し
て
い
た
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
買
い

求
め
る
な
ど
、
そ
の
親
し
み
深
い

人
柄
を
垣
間
見
せ
て
く
れ
た
。

寧
波
中
等
専
門
学
校
と

の

交

流

深

ま

る

咋
年
八
月
、
中
国
寧

波
市
か
ら
中

ニ
ン
ポ
ー

等
専
門
学
校
の
一
行
が
初
め
て
来

校
し
、
国
際
交
流
の
新
た
な
波
動

を
報
告
し
た
が
、
そ
の
後
、
今
年

三
月
、
我
が
校
か
ら
高
校
二
年
生

を
中
心
に
九
名
の
生
徒
と
三
名
の

教
員
が
寧
波
を
訪
れ
た
。
そ
し
て

こ
の
八
月
十
七
日
（
火
）
再
び
寧

。

波
か
ら
の
友
を
迎
え
た
の
で
あ
る

訪
間
団
は
生
徒
十
名
、
副
校
長
以

、

、

下
通
訳
を
含
め
六
名

極
暑
の
中

三
時
半
過
ぎ
に
本
校
相
模
湖
記
念

室
に
到
着
し
た
。
実
は
こ
の
日
、

本
校
側
の
二
〇
数
名
は
朝
八
時
四

〇
分
に
参
宮
橋
に
集
合
し
た
の
で

あ
っ
た
。
東
京
見
物

こ
れ
が
本

校
国
際
交
流
委
員
会
の
先
生
方
の

発
案
で
計
画
さ
れ
た
午
前
中
の
歓

迎
の
行
事
で
あ
っ
た
。
訪
間
団
一

行
の
宿
舎
で
合
流
し
、
浅
草
雷
門

へ
、
そ
し
て
東
京
湾
水
上
バ
ス
で

浜
松
町
ま
で
小
さ
な
船
旅
を
楽
し

ん
だ
後
、
東
京
タ
ワ
ー
に
登
り
、

東
京
の
街
を
眺
望
し
、
そ
の
足
で

本
校
を
訪
ね
た
の
で
あ
る
。
ハ
ー

ド
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
も
関
わ
ら

ず
、
皆
元
気
一
杯
で
あ
っ
た
。
根

岸
校
長
の
、
日
中
両
国
の
互
い
の

理
解
を
深
め
、
両
校
の
絆
を
深
め

る
こ
と
の
大
切
さ
、
更
に
互
い
に

よ
り
視
野
を
広
げ
た
い
旨
の
挨
拶

、

、

の
後

訪
間
団
の
副
校
長
の
挨
拶

、

両
校
生
徒
代
表
の
挨
拶
交
換
な
ど

和
気
謁
藷
の
雰
囲
気
が
盛
り
上
が

っ
た
。
高
三
斉
藤
真
弘
君
の
司
会

と
乾
杯
の
音
頭
で
ジ
ュ
ー
ス
を
飲

。

み
、
談
笑
へ
と
移
っ
た

業

茅

陽

一

氏

母

校

で

授

六
月
三
日
（
木
）
東
京
大
学
教

授
を
経
て
現
在
慶
応
大
学
・
大
学

院
で
シ
ス
テ
ム
エ
学
を
専
門
と
し

て
教
鞭
を
採
っ
て
い
る
茅
陽
一
氏

（
昭
二
八
卒
）
が
本
校
高
校
一
年

生
を
対
象
に
シ
ス
テ
ム
エ
学
の
授

業
を
行
っ
た
。

シ
ス
テ
ム
エ
学
は
、
総
合
科
学

で
あ
る
、
と
い
う
主
題
を
軸
に
高

校
生
に
は
馴
染
み
の
薄
い
学
間
の

世
界
を
、
Ｏ
Ｈ
Ｐ
（
オ
ー
ヴ
ァ
ー

ヘ
ッ
ド
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
）
を
使

、

。

っ
て

わ
か
り
や
す
く
説
明
し
た

茅
氏
は
母
校
で
話
す
こ
と
、
高
校

生
に
向
け
て
授
業
が
で
き
る
こ
と

に
大
い
に
期
待
し
楽
し
み
に
し
て

来
校
さ
れ
た
の
だ
っ
た
が
、
一
時

間
の
授
業
の
中
で
は
、
生
徒
か
ら

の
質
間
は
少
な
く
、
茅
氏
は
少
々

物
足
り
な
さ
を
感
じ
た
こ
と
で
あ

ろ
う
。
し
か
し

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
環

、

境
間
題
」
が
「
シ
ス
テ
ム
エ
学
」

と
密
接
に
関
係
し
て
い
る
こ
と
を

幾
つ
か
の
例
を
掲
げ
て
、
懇
切
に

解
説
し
終
わ
り
、
茅
氏
は
、
最
後

に
「
授
業
は
先
生
と
生
徒
と
の
闘

。

い
だ
」
で
結
ん
だ

文

化

祭

そ

し

て

プ

ー

ル

五
月
三
日
か
ら
五
日
ま
で
第
五
。

一
回
文
化
祭
が
盛
大
に
催
さ
れ
た

展
示
の
内
容
も
多
彩
で
、
中
一
か

ら
高
三
ま
で
生
徒
達
の
授
業
中
に

は
な
い
朗
る
い
姿
が
校
舎
内
を
活

あ
か

発
に
往
き
来
し
て
い
た
。
学
外
者

も
多
数
来
校
し
（
延
べ
人
数
一
万

八
千
人

、
廊
下
も
展
示
教
室
も
混

）

雑
を
極
め
た
。

今
年
、
例
年
の
文
化
祭
と
大
き

く
変
わ
っ
た
事
柄
が
一
つ

特
記

－

す
べ
き
点
と
し
て
あ
っ
た
。
そ
れ

は
最
終
日
の
後
夜
祭
の
後
の
「
プ

ー
ル
」
の
件
で
あ
る
。
咋
年
ま
で

常
に
教
員
側
の
頭
を
悩
ま
せ
て
き

た
の
が
、
文
化
祭
実
行
委
員
を
中

心
と
し
た
「
プ
ー
ル
飛
び
込
み
」

の
フ
ィ
ナ
ー
レ
で
あ
っ
た
。
こ
れ

に
は
危
険
が
伴
う
。
年
間
行
事
の

中
で
最
大
の
イ
ヴ
ェ
ン
ト
で
あ
る

文
化
祭
を
成
功
さ
せ
る
た
め
の
生

徒
達
の
長
期
に
亘
る
真
剣
な
努
力

は
想
像
に
余
り
あ
り
、
最
終
日
の

「
プ
ー
ル
」
を
も
っ
て
、
文
化
祭

の
終
わ
り
を
飾
り
た
い
と
い
う
気

持
ち
が
痛
い
程
理
解
で
き
る
か
ら

で
あ
っ
た
。

今
年
、
文
実
委
員
長
の
古
澤
祐

介
君
ら
が
中
心
と
な
り
、
度
重
な

る
生
徒
同
士
の
話
し
合
い
の
結
果

と
し
て
「
プ
ー
ル
飛
び
込
み
」
が

取
り
止
め
と
な
っ
た
。
こ
の
結
果

、

、

と
経
緯
は

四
月
二
十
七
日
付
で

「

」

プ
ー
ル
に
関
す
る
会
議
の
詳
細

と
し
て
古
澤
君
の
名
で
全
校
生
徒

に
配
布
さ
れ
た
。
そ
こ
か
ら
は
、

話
し
合
い
の
過
程
で
生
徒
達
が
悩

み
迷
い
逡
巡
し
て
い
る
様
子
が
顕

わ
に
さ
れ

「
麻
布
」
の
将
来
に
向

、

け
て
深
く
考
え
て
い
る
こ
と
ま
で

も
読
み
と
れ
る

「
フ
ィ
ナ
ー
レ
を

。

飾
る
の
は
プ
ー
ル
飛
び
込
み
だ
け

で
は
な
い
」
と
の
全
会
一
致
の
結

論
の
末
、
プ
ー
ル
に
代
わ
る
「
文

実
委
員
全
員
の
胴
上
げ
を
す
る
」

こ
と
で
三
日
間
の
幕
を
閉
じ
る
こ

と
に
決
ま
っ
た
の
で
あ
っ
た

（
廣

。

瀬
）


